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背景(想定)

● 本プロジェクトは予算の都合上、だんだん開発のQAと開発者
でテストを行う

● 各サブシステムを結合した状態でのテストは、限られた期間で
しか行うことができない
○ 園内チケットシステムとWebチケットシステムはそれぞれ別のベンダーで

開発されており、同時に開発が進められている

● だんだん市の補助金申請期限が予め決まっている
○ 入場者が「密」にならないための入場規制が行えていることを示す開発

完了報告は申請期限に間に合うよう提出する必要がある

● なにより、入園者に1日も早く「安心安全」に動物園を楽しんで
もらいたい
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テストプロセスの全体像
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テスト要求分析の⽬的
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ステークホルダが真に求めるもの

テストベースから読み取った要件

対応付け



利用者

テスト要求分析 - プロセス
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テスト要求分析 - ステークホルダの洗い出し
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この段階でシステムにまつわるテスト要求を引き出そうとすると、抽象的な
要求しか引き出せないため、
まずはテストの進め方やスケジュールなど、
テストにまつわるテスト要求を抽出し、テスト計画に反映する

テストベースから、想定される
ステークホルダ (利用者以外)を識別する

ステークホルダーの立場・役割を推察する

立場・役割から、システムやテストに対する
期待や不安を抽出する



テスト要求分析 - ステークホルダの洗い出し
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動物園に来園者の入場を管理するためのシステムを導入しようとしています。 どのようなス
テークホルダーが考えられるでしょうか

あなたは動物園の経営者です。 動物園では、感染症拡大の防止のため、一度に入場でき
る人数を制限できるよう、 入場管理システムを導入することにしました。 もし、あなたがシス
テム開発に対して要求をする場合、どういった要求をするでしょうか。

動物園の入園システムの開発ならびにテストにあたり、ユーザーペルソナを洗い出そうとし
ています。 いくつかペルソナを出してもらえますか。 ペルソナには、年代・人数・性格・何の
ために動物園に来たのかを含めてください。

テストベースから抽出したステークホルダに抜け漏れがないことを確認したり、
ステークホルダ(利用者)のペルソナを作成するため、
ハルシネーション(※)を許容した上で、ChatGPTを利用した

※AIが堂々ともっともらしい嘘をつくこと



テスト要求分析 - RDRAによるモデリング
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ステークホルダが求めるもの(システムの目的)と、
テストベースに書かれた要件に齟齬がないかを確認する事を目的に、
RDRA2.0によるモデリングを行った



テスト要求分析 - RDRAによるモデリングの効果①
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システム化の目的から、ユースケース、そこで使われる情報を一貫性を持っ
て理解するとともに、仕様書の書き手の粒度にとらわれず、
各サブシステムの機能を抽出することに役立った



テスト要求分析 - RDRAによるモデリングの効果②
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システム化の目的から、ユースケース、そこで使われる情報を一貫性を持っ
て理解を深めたことにより、仕様における問題を発見できた



テスト要求分析 - システムの作りを理解
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RDRAではWhat, Whyが分析できるものの、Howが分析できない。
Howを理解するため、UML(シーケンス図)を作成した。

今回のテスト対象は、複数の構成要素が連携し
ており、どんな時に、どんなデータがやり取りされ
るのかがひと目でわかりにくいという課題があっ
た。
要求仕様書の記述からわかる範囲でデータの流
れを可視化することで、
ネットワークエラー発生時に、入場規制の要であ
る時間枠残数が確保されたままになる箇所 (テス
ト条件)を洗い出すことに繋げる



テスト要求分析 - テスト要求モデルを作成
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システムに対するニーズを深掘りしていくため、
RDRAにより抽出した業務ユースケースを第一階層におき、
それぞれの業務ユースケースにおけるテスト要求を洗い出していった

テスト要求を書き出す過程で、テスト観点になり得るものも見つかったため、
テスト要求モデルに追記をしていった

業務ユースケース毎に
Condition、Item、Behaviour、Fault、(World)を
意識しながら分類していった
このプロセスで抽出したいのは Behaviour、Faultだけであるが、
Behaviour、Faultに分類されない”テスト条件”などが出てくるこ
ともあった。
モデルが肥大化するため俯瞰のしやすさの度合いは悪くなる
ものの、テスト詳細設計においていずれ必要になるものなの
で、発想の抜け落ちを防ぐ意味でテスト要求モデルに書き足し
ていった



テスト要求分析 - リスク分析
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テスト要求モデルで抽出した「起きてほしくないこと」の一覧から、リスク分析を行った
この結果は、テスト詳細設計時の網羅基準の策定に反映させる



テストアーキテクチャ設計
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Webチケットシステムと園内チケットシステムを結合
して、
機能単体における振る舞いを確認

準備・実施に時間がかかるロングランテストは
機能的な振る舞いが担保された上で実施

入場規制に関するテストは補助金要件にも関わる部分であるため、
独立したテストコンテナとしてまとめることで、
要件を満たすことをひと目で理解できることと、
可能な限り早いタイミングで着手する事を目指した



テストアーキテクチャ設計

16

機能毎にテスト設計をしていくと、似たようなテスト
要求を持つテストが
機能毎に作られてしまう。
それを防ぐために、機能同士の依存関係を考慮
し、効率的にテストを行えるアーキテクチャを目指
した



課題
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テスト詳細設計以降については、しっかりと検討できないまま納期を迎えてしまった。
再度、ご提案の機会をいただける場合は、成果物の見直しを実施する。



ご清聴ありがとうございました
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